
 
 

◇社地域の意見の概要 

①まちづくりの提案（地域をより良くするために／課題を解決するために） 

地域の中で自分たちが出来ること 

カテゴリ 
まちづくりへの提案 （青字：第１回ワークショップで出た意見 

黒字：第２回ワークショップで出た意見） 
自分たちが出来ること 

土地利用 

市街地整備 

・インフラ整備も含めた、やしろ商店街の改革・活性化を行

う 
・国道 372 号沿道は、位置的にポテンシャルが高いため、商

業施設などへの有効活用を検討する 
・市が若手経営者を育成し、商店街の空店舗で開業できるよ

うにする 
・商店街の近くに 6 次化製品を販売する集客施設を整備する 
・商工会などと協力して、自転車で市街地を走るイベントを

開催する 
・商店街でのイベント（飲食店での写真を SNS に投稿したら

割引等） 
・滝野社 IC 周辺に宿泊施設を誘致する 
・人の流れを考えて、空家を利用して飲食店やスーパーを設

置する 
・ゆとりある敷地の確保や交通の抑制により、快適な住宅環

境を整備する、 
・人の流れを集約した、宅地・学校・店舗が集まった市街地

を整備する、日常生活に便利な住みよい市街地を整備する 
・鴨川地区に飲食店・スーパー等を誘致する 
・空家所有者に対する市の働きかけを強化する 
・空家や公園をコミュニティで活用できるよう助成する 
・草刈や耕作放棄地対策など農地対策を強化する 
・農業振興として 6 次化農業などで特産品を開発する 

 
 
 
 
・商店街施設の利活用を民間に依

頼する 
 
・週末は市外で遊ぶのではなく、

徒歩や自転車で近くの商店に行

く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・農業は加古川市の八幡地区のノ

ウハウを得る 

道路・交通 

・Bio 周辺と滝野社 IC をつなぐ交通機関を整備する 
・滝野社 IC に市営駐車場を設置する（安く） 
・社 PA にスマートインターチェンジを設置する 
・国道 372 号（バイパスも含む）に歩道を設置する 
・国際学習塾の近くに駐車場を増設する 
・市バスやコミュニティバスを運行する 
・タクシー券を配布する 
・タブレットを利用した効率の良いオンデマンドバスを運行

する 
・電車やバスの待ち時間に行ける飲食店やスーパーを誘致す

る 
・観光施設、福祉施設の送迎バスを地域に開放し、路線バス

化する 

 
 

河川・ 

上下水道 

・加古川の河川改修、土からコンクリートへの工法変更を検

討する 
・東条湖の観光活用として、東条湖ダムの見学ツアーを開催

する（心が惹かれるフライヤーの作成） 

 
 
・ツアーの付き添いをする 
・小学生の体験学習にボランティ

アとして参加する 

公園・緑地 

・新規施設を設置する際、事前のマネージメントやメンテナ

ンスの詳細を検討する 
・公園内遊具を充実し、古くなった遊具を整備する 
・利用者の少ない公園を活用して、児童と遊ぶイベントを開

催する 
・老朽化が進む県立播磨中央公園の管理運営を見直す、播磨

中央公園の映画ロケ地を観光にうまく活用する 
・老朽化した利用者の少ない地域公園の維持管理を見直す 

・公園清掃や親子花植え、植樹ボ

ランティアに参加する（地域か

らお手伝いの要望があれば学生

ボランティアを集める） 
・週末は市外で遊ぶのではなく、

徒歩や自転車で近くの公園に行

く 



 
 

カテゴリ 
まちづくりへの提案 （青字：第１回ワークショップで出た意見 

黒字：第２回ワークショップで出た意見） 
自分たちが出来ること 

自然環境 

景観 

・自然環境を「写真映え」するように整備する 
・自然を体験できるツアーを実施する 
・鴨川の郷のグランピングを企画する 
・観光資源 PR として東播疎水ボート観光企画を宣伝する 
・闘竜灘・東条湖への観光拠点として”ふれすこ”の拡張、

滝野庁舎を利用する 
・市役所に情報政策課を設置し、IT 技術を利用した観光振興

を行う 

・ゴミを見かけたら拾う 
 

防災・防犯 

安全安心 

・地震災害時の避難場所と避難経路を確保する 
・市が県立播磨中央公園を避難場所として整備する 
・近隣市の災害対策を参考にする（例：小野市市庁舎へのカ

マド設置） 
・住民に防災情報を周知する伝達システム（無線、放送、タ

ブレット）を改善する 
・国道 372 号（三草～鴨川間）に街灯を設置する 
・兵庫教育大学附属小学校周辺に街灯を設置する 
・社地区に防犯灯を設置する 
・地域で高齢者をサポートできるよう、住民に周知し関心を

高める 

・通学時の見守り活動に参加する

その他 

・商店街活性化のため、蚤の市などテーマを決めたイベント

を開催・PR する 
・加東市の PR となるインパクトある特産品の開発（例：小

野市のそろばん等） 
・学生がおしゃべり・勉強できる、西脇のミライエのような

場所を作る 
・広報物のペーパーレス化を進める 
・教育施設の統合等の際、交通が混雑しないよう、施設の分

散立地を検討する 
・外国人労働者との交流を通じて、騒音やごみ出しのマナー

を知らせる 
・有名アーティストを呼んで、まち（ホール）の宣伝をする 
・店の魅力を向上させる（不便なところでも集客できる時代

である） 
・工場見学を実施する（小学生の学びの場として） 

・地域の行事には出来るだけ参加

する、イベントを宣伝する 
・特産品として、三草茶うどんを

宣伝し、製造者と連携する 
・地域内の「ふれあい広場」を自

主運用し、収益活動で自主財源

を得る 
・小学校がなくなった後の地域づ

くりの組織を作る 
・廃校の利活用を民間に依頼する

・地区内のお年寄りのゴミ出し、

買物代行ボランティアをする 
・SNS を使って地域のつながりを

作る 
・地元に就職する 

 

  



 
 

②地域を表す「キャッチフレーズ」 

社地域のキャッチフレーズ（案） 

（A班） 

●キャッチフレーズ 

「つながる、まちづくり」 

 

●キーワード 

・人との、自然との”つながる”まちづくり 

・「兵庫に行こう！」＝神戸…加東 

・つながり 助け合い いきいき 

・自然と現代建築 

・人にやさしい 

・ふるさとが大好きな 

・市民一体 地域一つ 

・町全体が”家”になる 

・気軽にあいさつ 声をかけられる 言いあえる（コミュニケーション） 

・和（つながり）・輪 

・市外・県外（学生） つながる 

 

 

（B班） 

●キーワード 

・山田錦の街（町） 

・平日最高！住みやすさランキング入り！ 

・自然もいっぱい有るよ 加東 

・魅力の埋蔵量無限大！可能性あふれる街 加東！ 

 

 



カテゴリー 地域の良いところ 地域の良いところをもっと良くするために

土地利用

市街地整備

道路・交通

河川・

上下水道

公園・緑地

自然環境

景観

防災 防犯

安全安心

その他

地域の改善したいところ 地域の課題を改善するために

自然を活かした体
験型学習の機会が
ある（東条地域）

山・川（自然）

が多い

自然を体験できる

ツアーを実施する

グランピング

（鴨川の郷）

地域の人が温かい

都市部に比べると、

地域のコミュニティ
がしっかり残ってい
ると思う

シーズン外や空い
ている公園で児童
と遊ぶイベント

子供の医療費

（高校まで無料化してほしい）

地方に行った学生が

地元で就職しない
幼稚園～大学ま
で幅広い年代の
学生がいる

学生が落ち着いていられる場所

（西脇市のミライエのように
しゃべって・勉強するエリア）

Bio周辺とICとの

アクセスが不便

Bio周辺とICをつな
ぐ交通機関の整備

加古川の氾濫

中国道のIC（滝野社）
があるので便利

広域交通が便利

渋滞が少ない生活するのに特に

不便なことはない

（買物・病院への
アクセス）

地域内のアクセスが便利

地域コミュニティ
学生と連携するまちづくり

豊かな自然の整備・活用

公園やグラウンドが

たくさんある（平池公園等）

既存公園の維持・整備 社中央公園の遊具が少ない ・遊具の充実

・古くなった遊具の整備

公園内設備の充実 公園の活用

社の旧商店街、車も人も
自転車も通る

旧商店街

店の誘致（飲食店・スーパー）近隣に店がない（鴨川地区）

店舗の誘致

営農者の高齢化

休耕田の増加 獣害（鹿・猪）が

多い（鴨川地区）

農地の課題

交通アクセスの改善

国道372号（新旧とも)

歩道の設置

通学路が危ない

歩道が狭い

梶原マックスバリュー
前の道路が凸凹

自転車で移動する際に
危ないところがある

国道372号の歩道が途切れ
ている

道路の安全確保

国際学習塾の駐車場が遠い
（周辺の駐車場は狭い）

国際学習塾の
駐車場の増設

ICに市営駐車場
の設置（安く）

滝野社IC駐車場の
利用料金が高い

駐車場の増設

市バスを走らす車がなければ移動手段が少ない

バスが不便（兵庫教育大の
時間と合わない）

小野～加東間の
バスがない 公共バスやタクシー券など

公共交通の充実

消火栓を使った後に水が濁る

消火栓 加古川の危険性

自然を放置せずに,整備する

“映える”自然,インスタグラム

子どもたちが気軽に

遊べる自然施設が不足

豊かな自然の整備・活用

土砂災害の危険性

(篠山市との境界）

土砂災害の危険性

消防の人（消防団)

が少ない

消防団

街灯が少なく暗い 三草～鴨川まで
の街灯をつける

街灯の設置

医療費

いいところはたくさんある
が“加東市といえばこれ”
というような目玉がない

特産品の印象が薄い 特産品のPR、見てインパクトを！

（例：小野市のそろばん)

地域の“目玉”づくり,PR

学生の転出

地域の中で自分たちができること

地域のキャッチフ
レーズ

宿泊設備が少な
い（市内工業団
地の就業者の宿
泊）

インスタ・ツイッターに

載せたら次回（今回）割
引する（飲食店）

工場見学
を実施

東条湖のダム

東条湖ダム見学ツアー
（日頃あまり入れない
箇所の見学ツアー） 心をひくフライヤー

ツアーの付き添い

あづまやが少ない

ボランティアへの参加
（公園の掃除、親子花植え、植樹等）

草引きボランティア（地域から「手
伝って下さい」というものがあれば、
学生集めます）

同じ地区に住まれて
いるお年寄りのゴミ
出し・買物代行

小学生の体験学習にボ
ランティアとして参加

見かけたゴミを拾う

通学時の見守り活動

地域の行事には
出来るだけ参加
する

SNSを使って
地域のつな
がり作り

小学校がなく
なった後の地域
づくり（組織）
作って欲しい

地元に就職する

イベントの宣伝
をしっかりする

「兵庫に行こ
う！」
＝神戸…加東

市民一体
地域一つ

ふるさとが大好き
な

自然と現代建築

市外・県外（学
生）
つながる

・和（つながり）
・輪

気軽にあいさつ
声をかけられる
言いあえる
（コミュニケーション）

町全体が”家”に
なる

つながり
助け合い
いきいき

人にやさしい

滝野社IC
周辺にホ
テルが欲
しい

兵教大附属小学校
周辺に街灯を設置

東条湖の観光的活用

人との
自然との “つながる”まちづくり

東条湖の
観光活用

公園にお店があれば
（飲食）

東条湖の観光活用

既存公園の維持・整備

自然の保全

通学路の安全確保 通学路の安全確保

地域コミュニティ

宿泊施設の誘致 商工業の活性化
国道372号沿道に、商業
施設などを誘導する

エリアの活性化

社地域（A班） ワークシート

国道372号沿道は、位置的
にポテンシャルが高い

■ワークショップでの意見まとめ　ワークシート　（社地域：Ａ班）



■提案マップ　（社地域：Ａ班）



カテゴリー 地域の良いところ 地域の良いところをもっと良くするために

土地利用

市街地整備

道路・交通

河川・

上下水道

公園・緑地

自然環境

景観

防災

防犯

安全安心

その他

社地域（B班） ワークシート

地域の改善したいところ 地域の課題を改善するために

農地の対策や

農業の振興

滝野社・東条・三木小野
と近くにインターが3つ
もあり移動しやすい

社パーキングにスマートイン
ターチェンジを設置

広域交通の利便性の発揮

社地区は概ね、
農業と調和した
快適な市街地が
整備されている

ゆとりのある敷
地の確保や、交
通の抑制により、
快適な住宅環境
を整備

学園通沿いは学校関
係がうまく集められ
て、そこに宅地も増
えており、歩道も広
く、子どもたちが安
全に通学できる街に
なっている

調和がとれた市街地の整備

社の派出所の交差点からの道
が歩道が狭く、自転車、徒歩
では買い物しにくい

生活道路の

交通安全対策

北野のファミマ前、道
路がすぐに混み合う
（特に夕方、帰宅時）

社高校付近
の渋滞

交通

渋滞

自主運行バスの効率が悪い

JR社町駅の近くから出て
いるバスの連携が悪い

コミュニティバス（県内で9
割整備）も走っていない

コミュニティバス
の充実

公共交通がほとんどない
タブレットを利用したオン
デマンドバスの運行

公共交通の改善

加古川堤防改修が、土で施工されていて不安 改修工法の検討

加古川の河川改修の推進

千鳥ヶ丘公園付近の河川、上下水道の整備は進んでいる

河川・上下水道の充実

公園は各地
域にある

社中央公園は利用者が多いが、そ
れ以外の公園の利用者はどうか？

播磨中央公園・やし
ろの森公園と、2つも
大きい公園がある

新しい施設については、計画を実行する
前に、管理のマネージメントや施設メン
テナンスのことはしっかり決めてほしい

公園の整備・

マネジメント
公園について、維持管理が出来ないの
であれば、計画の見直しをすべき

地域公園の
老朽化

地域公園の

見直し

自治会が空家や公園の一部をコ
ミュニティとして活用できるよう
に、助成する
（情報共有にもなる）

地域内の空家対策を市に要望した
ところ、事業所跡地の空家等に対
して、市の働きかけがあった

地域と連携した空家対策
市が農業対策、特に草刈や耕
作放棄地対策に力を入れる

6次化農業などで
特産品を開発する

農地の対策や農業の振興

やしろ商店
街の活性化

近くにお金を落とせる集客施
設を整備（6次化製品の販売）

やしろ商店街の道
路が狭いので、車
の通行がしにくい
時がある

シャッター
商店街

道路、インフラ整備も含めた思いきった商店街の改革
（西脇しばざくら通、篠山のような）

商店街の改革

社地区にコミュ
ニティの場所・
施設がない

コミュニティ

施設の不足

人の流れを集約した
計画的な街づくり
宅地と学校、いい店
の集まった街にして
欲しい

総合的な市街地整備

県立播磨中央公園は、運営が上手くできて
いない

播磨中央公園は老朽化が進み、根本的に見直す時期である県立播磨中央公園

の見直し宅地内の緑化に取り組んでいる
敷地緑化

の推進

耕作放棄地
の増加

住民への防災情報の周知が少ない 情報伝達システム（無線、放送、タブレット）の利用改善

防犯カメラを
社地区に増や
して欲しい

地域防犯

の強化

学校・文化施設・行事の充実

年間通じて色々な行事が
有り、参加する事が出来
れば楽しい

東条にコスミックホール
がある 行政のスリム化

（ペーパーレス ）

広報物のペーパー
レス化を進める

自治会も同様で、順番制にしているが役員の担い手がないの
が現状
役員は配布物、主に広報加東と同梱の諸々を配るだけが現状

区長・老人会・民生委員その他の
縦割りの組織は、機能しているか？

地域コミュニティ活動の課題

外国人労働者との共存

外国人労働者への不安
夜中に騒ぐ、ごみ出し
の問題

外国人労働者の方たちとの交流をする
ことで、マナーもよくなるのでは？

地域医療の不足

市民病院の医療
レベルの低さ

加東市は自然も多く、
のどかなところ

鴨川の自然環
境が良い

良好な

自然環境

闘竜灘・県立播磨中央公園・東条湖は誇れる 東播疎水のボート観光企画の宣伝
観光資源のPR

色々と便利なお店は
あるが、面白いお店
が少ない

近隣の市（西脇）の
方に魅力を感じる

市が若手経営者を育て、商店街
の空家を減らす。市外の人が行
きたくなるような雰囲気作り

蚤の市などテーマを決めて開催し定着させることで、
商店街活性化と加東市のイベントとしてアピール出来る

加東市といえば"こ
れ"という食べ物が
あればいい

“加東市ならでは”の魅力創出

闘竜灘・東条湖を活かし
た観光の拠点づくり

情報政策課を作りIT技術を利用する

観光拠点として滝野庁舎を利用
観光拠点の整備

観光拠点として“ふれすこ”を拡張できないか

避難所不足（福
祉避難所も含
む）

地域で高齢者のサポート役を決める
など、住民に周知、関心を高める

近い将来起きるであろう、地震災害
時の避難場所と避難経路の確保

避難場所・

避難体制の強化

加東市が、播磨中央公園を管理して
避難場所として整備してはどうか？

小野市は新庁舎に災害時のカマド？
が来年に完成するらしい

教育施設統合の検討 （鴨川に整備しろとは言わないが）建物を集
中せず、分散すれば混雑解消になるのでは

東条の小中一貫校が南山に整備されないのは
なぜか。屋上のプールの経費と安全性が課題

鴨川小が小中一貫校に統合されたら、地域の
色がだんだんなくなっていく様な気がする

社高校の前、道路が混雑するところに
統合・新設の子ども園が出来る インターネットで

アンケートを実施
し、経費等を比較
検討してはどうか

社地区での防犯灯設置

地域の中で自分たちができること

地域の
キャッチフ

レーズ

山田錦の街
（町）

平日最高！
住みやすさラン
キング入り！

自然もいっぱい
有るよ
加東

シニアも元気な
加東

魅力の埋蔵量無限大！
可能性あふれる街
加東！

農業は加古川八幡地区と
繋がって、ノウハウを得
て真似る（そば、豆腐）

週末に市外に遠出して遊
ぶのではなく、近くの商
店に行ってみる（徒歩や
自転車で行く）

週末に市外に遠出して遊
ぶのではなく、近くの公
園に行ってみる（徒歩や
自転車で行く）

三草茶うどんの宣伝や、
製造者との連携

会社の繋がりや伝手によ
り、廃校の利活用を民間
に頼む

会社の繋がりや伝手により、
商店街施設の利活用を民間
に頼む（例：多可町）

地域内各地にある「ふれ
あい広場」の自主運用
補助金以外に自主財源を、
太陽光発電、ピザ・弁
当・みそ販売等の収益活
動で得る

「鋼の錬金術師」ロケ地になったところを上手く活用できれば

若い人向けのお店が
市内にないので、週
末は神戸・大阪に
（交通便利なので）

鴨川地区は広く、上鴨川、下鴨川、平木の3地区お互いのこと
は地区役員でないと詳しく分からない

鴨川小学校の閉校で、地区内の繋がり、行事がどうなるか

市街地におしゃれな店が出来
た（例：滝野のケーキ屋）

JR社町駅は特徴的な駅舎なので、
観光資源に出来る

有名アーティストを呼ん
でまち（ホール）の宣伝
を

「とどろき荘（東条）」のような施設送迎バ
スを地域に開放 民間活用で路線バス化

商工会などと協力して、自転車
で町を走るイベント開催

普段の日常生活が便
利であれば住みよい
町になる

JR社町駅、電車待ち時間を過ごせ
るように既存施設を再活用

空家を利用し、飲食店やスー
パーを人の流れを考えた利用し
やすいところに作る

電車やバスの待ち時間に行け
る飲食店やスーパーを作る

魅力ある店舗の出店

電車・バスの待ち時間対策

新たな観光資源

の創出

5年後に統合される鴨川小
学校は素晴らしい建物

防災情報の周知

今は、お店に魅力があれば
不便なところでも集客できる時代

商店街の改革

地域公園の見直し

特産品を宣伝（三草地区）

教育施設統合の検討

地域コミュニティ活動の課題

■ワークショップでの意見まとめ　ワークシート　（社地域：Ｂ班）



■提案マップ　（社地域：Ｂ班）


